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建設した。 1961年に着工し、 1963年に完成した。有名な MuntzingやLevanのいる遺伝学教
室の隣にできた広大な教室で、小規模なファイトトロンも備えて総室 80もある立派な近代的な
教室である。このように大規模なことは、やはり Burst凶m だからできるらしく、彼はスエー
デンだけでなく北欧 4国の植物生理学者のボスであるということである。左手を若い時にスキ
ーをしていて痛め、それ以来、革のサポーターを離したことがない。今でもいつも痛むそうで
あるが、 論文の原稿はみずからタイプするし、 実験も大切なところは自分でやっている。戦
後 1948年にはスカンジナピア植物生理学会を創設し、その事務局がLundにあるので大変忙し
いようである。秘書1、実験助手2(うち 1人は PhysiologiaPlantarumの原図補正など編集の
手伝いもしている)の 3人が教授の下で忙しく働いている。
Physiologia Plantarumの編集などの事務は Lundの教室でやっているが、投稿論文の採否
については年 3 ~ 4回編集委員会があって、北欧 4国の代表が集まる(デンマーク: E. K. 
Gabrielsen，ノルウエー: P. Larsen，フィンランド. V. Wartiovara)。しかし、 Burst凶mの
採否に関する発言力はかなり強いようにみうけられた。この雑誌は原則として北欧 4国からの
投稿優先であるが、外国からの投稿も非常に多い。今年 (1964)で第 17巻になり、 circulation
も年々よくなっている。従って、現在すでに外国会員数が北欧会員数をはるかにうわまわって
いる。スエーデンが 120あまり、デンマーク約 60、ノルウエー約 40、フィンランド 20あまり
に対して米国200余、英国約40、日本約40、その他、で全会員約 700のうち、北欧会員は 35%
ということになる。投稿数は非常に多く、雑誌の頁数がだんだんと増加していることからも学
会の発展がうかがわれる。投稿原稿の採用率は約 70%で、雑誌の性格としてヨーロッパ的な植
物生理学という色彩がかなりはっきりしている。これは、 EditorialBoardの顔触れからも想像
されるが、自然にこうなるのか、つとめて雑誌をこのように性格づけているのかはわからない。
いずれにしても、米国の PlantPhysiologyおよび日本のPlant& Cell Physiologyとともに植
物生理学の国際的な雑誌の 1つとしての地位を固めつつあると思われる。(植物生理、第 4巻、
183-187、1964)
「ヨーロッパの植物生理学教室訪問記J
私がスエーデンの Lund大学に滞在していた 1年のうち、 1962年春から秋にかけてヨーロッ
パ各国の植物生理学教室のいくつかを訪ねた。それぞれの教室の印象や学者達の横顔について
紹介してみたいと思う。訪ねた教室と会った人達は次の通りである。
オーストリー:Wien大学
植物生理学教室 (K.Hぽlerら)
植物学教室 (L.Hofmeister) 
ドイツ:Braunschweig工科大学 (H.J. Bogen) 
Marburg大学 (H.Drawertら)
Freiburg大学
薬学教室(R.Pohl) 
植物学教室 (H.Mohr) 
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Tubingen大学(E.Bunningら)
Munchen大学 (L.Braunerら)
オランダ:Philips研究所 (G.Meijer) 
Utrecht大学 (L.Ankerら)
Leiden大学生化学教室 (H.Veldstra) 
イギリス:Bedford College (L. J. Audus) 
King's College (J. F. Sutcliffeら)
East Malling研究所(H.W. B. Barlow) 
スエーデン:Uppsala大学 (H.Rufeltら)
農科大学(B.Abergら)
Stockholm大学 (T.Hembergら)
『オーストリーj
Wien大学はいろいろな意味で日本と大変縁が深い。 1922年から 3年間、新設の東北大学生
物学教室に来ていた HansMolischは前任の教授だった。彼が日本から持って帰った植物標本や
写真、絵などが教室のなかに飾ってあった。この教室はまた、雑誌 Protωopμla剖smaの編集をして
おり、編集委員の 1人には大阪大学の神谷先生が入つておられる Oもう 1つは、いわゆる“Ashi凶daぜ's
K仁Oωr叫uurピ"でで、ある口K.Hぽlerが Plasmometrieを用いて出した透過係数を求める式の誤りを
京都大学の芦田先生が指摘、訂正された。若い学生にいたるまで Prof.Ashidaの名を知ってい
るのはこのためで、ある。これらのことから、 Hoflerをはじめ、準教授のR.Biebl， DozentのH.
Kinzel， W. Urlら教室員が日本に対して親しみと関心をもっている。古く美しいWienの町は今
でも町角やレストラン、カフェにウインナワルツが流れている。郊外の広々として緑におおわ
れた美しいウィーンの森やドナウ河とともにウィーンは Gemutlichkeitの匂う町である。Prater
公園の巨大な Riesenradのゆっくりした動きやそのまわりを流れるチターの音色などはすべて
古いウィーンの名残であろう。ウィーン市街の中心部は、 Ringと呼ばれる円周のなかにある。
中心に St.Stephan寺院の高い塔があり、円周に沿って有名な建物がずらりと並んでいる。す
なわち、国立オペラ劇場、 Burg劇場、市庁舎、王宮、博物館、議事堂などがあって、それらの
聞に、 Mozart，Beethovenなど音楽家の像があちこちにたっている。 Wien大学もこの Ringに
沿ったところにあり、大学の前には旧ウィーン市の城壁が残っている。ウィーンの古くから残
っている Gemutlichkeitとよくマッチした、いかにもアカデミックな雰囲気を持った大学だが、
中味もそれに応じて古さが残っているという印象をうけた。たとえば、植物生理学教室の内部
をみると、部屋の構造が中世風でいかにも古い。天井が大変高いため窓が高くて採光が悪いの
で、部屋の窓側の半分を床上げして、その上で教室員たちは顕微鏡を覗いている。 Hofler教授
はアメリカ嫌いだそうだが、それにしては上手な英語で、アメリカの悪口ばかり言っていた。
学問的にも偏狭なところがあるらしく、透過性の研究をしている人でなければ話しをしたがら
ないそうである。 Urlが私に“お前は今でも透過性の仕事をしていることにしてあるから、ほか
の話題を出さないでくれ"といったのにはちょっと困った。しかし、 H凸flerデスクの前に、女
弟子達に囲まれた Graz大学の F.Weberの写真を飾っていて、“彼は女子学生が好きだ、った"
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などと冗談を言っていた。R.Bieblになると、頑迷固随さが大分薄いようで、ずっと気さくな
人だった。彼が Hoflerあとをつぐ時には教室の空気も大分変わるだろうと思われる。 Bieblは
いま、原形質の U.V.に対する抵抗性の問題をやっている。 W.UrlはH凸f1erの直弟子で、透過
性研究の信奉者だが、 Bieblと一緒に抵抗性の仕事も少しやっている。 H.Kinzelは秀才だそう
で、原形質学を生化学的に取り扱っている。博士コースの学生達が上げ床の上で、顕微鏡に染
色ピンというお仕着せでズラリと並んだ様子は(半分以上は可愛いウィーン娘達)ちょっと見
ものだったが、教養の実習のようだった。彼等のほとんどが透過性と、Leereu. Volle Vacuole 
ばかりやっているのだから、ある意味ではさすがにウィーン大学だと思った。日本びいきの人
が多く、皆でかわるがわるウィーンの内外を案内してくれたので、大変楽しい数日を過ごすこ
とができた。
市のはずれ近くにある植物園の中に古めかしい植物学教室がある。ここでは、植物生理学教
室から移ったL.Hofmeisterが透過性の仕事を続けている。顕微解剖器を使って、タマネギ鱗片
表皮細胞から裸のプロトプラストを分離し、透過性は PlasmalemmaとBinnenplasmaのどち
らでおもに規制されているかをしらべている。この人は英語が全然だめで、お互いに話しがう
まく通じないで困った。このほか、 Wienから米国にわたって、 Seifritz所で勉強した Reuter
嬢(といっても、中年の上品な夫人)がHof1erの教室で高等学校の先生をしながら研究していた。
一般にウィーン人はドイツ人にくらべると角がなく、陽気な国民性のようだった。しかし、
彼等のドイツ語はいわゆるウィーン弁で、ほとんど理解できなかった。研究を目的にしないで
この町に 1-2年滞在したらさぞ楽しいだろうと思った。
『ドイツ』
ドイツで受けた一般的印象は、ウィーンで受けたそれとはかなりちがう。ウィーンでは、古
きよき時代から一歩前進しようという意欲があまり感じられなかったのに対し、 ドイツでは、
新しいエネルギーで、かつてのドイツの学問の伝統を土台にして、さらに飛躍しようという意欲
が感じられた。戦争の廃虚の中で、まず復興したのが大学だったそうだが、今でもどんどん新
築し、設備も新しく整備しつつある。若手の研究者には米国やカナダで Post-doctoralの研究を
してきた者が多い。ドイツの大学では、数百年来の古い建物の横に、または古い建物とつない
で新しい研究室を建てているものが多く、面白い contrastが方々でみられた。こういう努力は
大いにみとめるが、 ドイツ人の独善的な頑固さが将来の発展にうまく利用されるか、あるいは
マイナスに働くかは今の所わからない。ドイツのもう 1つの問題点は、教授のワンマン度を強
める講座制であろう。日本よりはるかに規模の大きい 1講座を教授 1人で統合する(研究上、
行政上)のは大変むつかしいだろうし、その人柄や研究能力がそのまま教室の業績や activity
に反映するだろう。彼等の学術論文にもみられるような肩のはった形式主義と、記述のくどく
どしさは国民性でどうにもならないのかもしれない。しかし、彼等は私達外国人訪問者に対し
ては大変親切だが、これも信念をもった、やや押し付けがましい徹底した親切さである。ドイ
ツの大学には長所もある。学生の転学が自由なので、学生は学期毎にいい講義のきける大学に
行く。従って、いい教授の所にはいつも学生がおしかけ、そうでない教授はいつも暇で研究費
も乏しい。つまり、一種の勤務評定が行われている。ドイツの娘さん達は、ウィーン娘のポツ
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チャリした愛らしさに対して、肩のいかったかたさを感じさせる。服装も質素で地味だが、家
政の才はあるとのことである。ただし、ドイツ娘の中には飛び切りの美人がいる。第 2次大戦
の影響で、 ドイツ人はヨーロッパでは嫌われ者になっているせいか、彼等は私達日本人にとく
に好意を示す。しかし、“世界一優秀な民族はドイツ人で、 2香目は日本人である"という敬意?
のあらわし方はあまり有難くなかった(但し、これは町のビアホールで言われたことである)。
工科大学のある Braunschweigの町は東独との境界から 20kmぐらいの所にあって、戦災の
あともたくさん残っている。しかし、復興もかなり進んでいて、中央駅付近は新興都市のよう
に近代的な建物が並んでいる。ここの H.J. Bogen教授は、 Marburgにいた時に“Nicht・
osmotische Wasseraufnahme"を唱えて有名になった人だが、この説にはいろいろと批判があ
り、それ以後は酵母の生理に研究の主力をおいている。吸水の問題もまだ 1、2の研究員が研究
しているが、Acridineorangeで誘導した酵母呼吸欠損変異菌の生理に教室の研究の重点がある。
しかし、問題点をどこにおくか、がまだはっきりしないようで、現状を何とかして打開したい
と焦っているようだ、った。私が不思議に思ったのは、彼等が、お隣りフランスにある Ephrussiや
Slonimskiのプチーの研究室とは研究上の交流をせず、むしろ遠い日本と研究上や、人間の交流
をしたがっていることだった。これもドイツがフランスより日本と感情的に近いためかもしれ
ない口
Bogenや、光合成のA.Pirson (今は Gottingen)の去ったあと、 Marburgの教室には Dozent
のE.Kesslerが残り、教授の後任には Berlinから H.Drawertが来た。一般にドイツでは
Dozentが同じ教室で教授に昇任することはできない。 Kesslerはアメリカに留学したためか、
英語も上手で、誠実な人柄のなかにもスマートさがみられた。形態的に区別できない Chlorella
pyrenoidosaとvulgarisを生化学的に分けること、また、Lemnaminorの開花が動物の性ホ
ルモン Oestrogenで促進される、という仕事をそのときやっていた。あまりドイツ人らしいク
セのない親切な人だったが、最近 Erlangenの教授になったらしい。 Drawertはいかにも好人
物の老大家で、私の会った教授達のなかでは最も質素だ、った。一般にドイツの教授は教室では
独裁者のような人が多かった。教授室は広く豪華で、秘書室が副室になっているものが多かっ
た。教室員の教授に対する態度も、映画などでみるドイツ兵士の上官に対する態度を思い出さ
せる。その点、 Drawertは M.Mixという女の助手と一緒に地味にコツコツと電子顕微鏡と取
り組んでいた。 Golgi装置の細胞壁形成における役割を研究していた。彼も英語が殆ど話せず、
質問解答には KesslerとMixをわずらわした。ドイツの老教授達には (Bunningはうまい)英
語の不得意な人が多く、“自分達は若い時はラテン語ばかりやったので英語はうまく話せない"
と弁解する人もいた。これもドイツが日本同様?大国だ‘ったためかもしれない。長く中立を保
って来て、自ら小国と称するスエーデンなどでは、ハイティーンの少年少女までが英独 2カ国
語ぐらいは自由にはなしているのとくらべると、ドイツの外国語ぎらいは対照的である。
Marburgの町はTubingenなどと同じように、典型的なドイツの小さな大学町である。 Lahn
河と、域を頂上にもつ丘から出来たこの大学町はまるで中性の美しい絵のような所である。教
室も、他の大学町と同じように、広大な植物園の中にある。ここでは新築教室はまだ青写真だ
ったが、古い建物ながら、 Drawert電子顕微鏡や、 Kesslerの光の実験室など、必要な設備は
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整っていた。
フランスとの国境に近い南独の町 Freiburgは、 Marburgよりは大きく、この地方のカトリ
ックの中心地である。大学には専属の教会もある。近くの Kaiserstuhlの森のブドウから作ら
れたブドウ酒は、 Mar・burgでごちいそうになった Rheinの白ブドウ酒にまさるとも劣らぬ素晴
しい味だった。北ドイツのどんよりして重苦しい天候に対して、南独 Freiburgはからりと晴れ
た気持ちのいい気候風土だった。ここの植物園の中には、古い建物にある薬学教室と、それに
続く新築の植物学教室があるD 薬学教室は新築の青写真が出来たところで、スタッフもR.Pohl 
教授と助手 1人、秘書 1人という小さい所帯だった。 Pohlはオーキシンの仕事を長くやった人
で、 Braunerのあと、 トルコの Istanbul大学の visitingprofessorをやった後 Freiburgに帰
った。実験設備も殆どなく、すべては新築待ち、というところだった。これに対して、隣の植
物学教室は Tubingenからドイツ最年少の教授として H.Mohrを迎えて大変活気があったD
Mohr教授は英語もうまいし、エネルギッシュで、いかにも頭の切れる人のように見受けられた。
話しが好きで、議論ばかり吹きかけるので、写真を撮る暇がとうとうなかった。 Mohrの研究設
備は Bunningのそれとほとんど同じで、まるでTubingenのコピーのようだった。
TubingenのE.Bunningの教室は、やはり新館と旧館とが接しており、単色光投射装置など
の実験設備は大変立派だ、った。 Bunningは金集めも上手だし、政治力もあり、ドイツ植物学教
授の中で実力第 1人者だということである口 BunningはHitlerだという人もいた。しかし、彼
の外見はドイツ一般の教授達とは少し違うようだ、った。服装はややラフであまり形式ばらない
気さくな人のようだった。スタップの数は多く、 Hammerlingや Brachetの所にいて、
Acetabularia葉緑体の核酸をやっている G.Richterやカルスをやっている L.Bauerなどのほ
か、大部分は例の Rhythmikをやっている。 Rhythmikの機構を endoplasmicreticulumに
求めているようで、 w.Konitzが電子顕微鏡を使ってこの問題ととりくんでいる。 Dozentの
W. Haupt (最近 Erlangenに移った)はphytochromeの専門家で、Mougeotiaの filamentに
いろいろな波長の単色光を当てて葉緑体移動の actionspectrumを顕微鏡下でとるという、大
変デリケートな実験をみせてくれた。数年前、この教室で 2年間研究していた大阪大学の田沢
氏のビールの飲みっぷりは今でも語り草になっている。
Munchen はBayern州の首都で、南独では最も大きな町である。世界的に有名な Deutsches
Museumなどのほか、歴史的な建物が多い。 Hitlerゆかりの Hofbrauhausは今でも町のビ
アホールのままで残っている。植物園にある広大な温室はランとサボテンのコレクションでは
有名だそうで、大変立派なものだった。植物園の一角にある植物学教室にはオーキシンの L.
Braunerがいる。彼はユダヤ系ドイツ人なので戦時中はトルコの Istanbul大学に逃れ、戦後
Munchenに帰った。ユダヤ系の人のためか、他の植物学者に比べると、能率主義というか、
business-like人のようだった。仕事はもっぱら geotropismをやっている(ヨーロッパで、は
tropismの仕事をしている人が多い一後述)0 geotropismの過程を 2つにわけ、第 1段階は、
ごく少量のオーキシン(載頭しでも残っている程度の)によってひきおこされるが、第2段階、
つまり屈曲生長のためにはオーキシン以外のco-factorが必要だそうである。その co-factorとし
ては、 pH，ion，または有機高分子物質、あるいは acceleratorαなどのような生長調節物質も
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考えられる。そこで、どんな co-factorが最も重要な役割を果たしているかを知ろうとしている。
この教室には細胞内のオーキシンの activestateを研究している M.H. Zenkもいる。彼はち
ょうどスキーに行って腕を折ったため実験をしていなかったのでゆっくり話しをきくことがで
きた。オーキシンの activestateは何かという問題は大変むつかしいようだが、少なくとも、
indoleacety l-aspartic acidは過剰濃度のオーキシンの解毒産物であるのに対して、 glucose-
complex は貯蔵物質である。これが必要な時には splitして生長反応に使われる、ことは言え
るそうである。この教室にはそのほか、 IAA-tanninninteractionをやっている H.D. 
Zinsmeisterがいる。
MunchenのHell-u.Dunkelbierは世界的に有名だが、デンマークの Carlsbergのビールの
ほうが私にははるかにうまいように思えた。
ドイツには数回旅行し、以上のほかKielの植物園などを見物したが、ここでは省くことにす
る。ドイツはいろいろな意味で面白く、また魅力のある国だった口しかし、少なくとも植物生
理学については、過去の伝統が非常に強いので、これからの新しい生理学の領域でどれだけ独
創的な業績が生まれるか、私には疑問が残った。
『オランダJ
1962年 4月中旬、 K凸lnをへてオランダに入った。国境の町 Venloで乗り換え、まず
Eindhoven着いた。この町は Philipsとともに発展した町で、オランダの他の町で見た古い美
しさはなく、いかにも生き生きとした産業都市である。 G.Meijerの研究室は大変立派だったが、
彼 1人だけで、頑張っているうえ、何といっても営利会社の研究所というハンデイは否定できぬ
ようだった。 germkinやトマトの開花に対する far-redとオーキシンの analogyについての仕
事を説明してくれた。新興都市のためか、植民地じこみの Ricetableと称するインドネシア料
理の庖が非常に多かった。
Utrechtの町は Amsterdamを小さくしたような、古めかしく、運河の多い町である。植物
学教室は町の古さとよく釣り合った古めかしい教室である。教室の前にたくさんの自転車がお
いてあったのもオランダらしかった。 Went以来のオーキシン研究の伝統をもっ教室である。
今でも Wentがアベナテストに使った地下の暗室がそのままになっており、V.J. Koningsberger 
教授が誇らしげに案内してくれた。教室の設備はすべて古めかしく、いつ作られたかわからぬ
ような clinostatが今でも使われている。すべてが Wentの時代そのまま保存されているよう
だった。教室の研究のリーダー格は geotropismのL.Ankerである。彼は Braunerとは反対
で、オーキシン万能という考えた、った。 geotropismの刺激感受から屈性生長まですべてをオー
キシンの移動と生長調節作用で説明できるというたくさんのデーターをみせてくれた。過去の
歴史との強いつながりをそのままの形でもちつづけているという点で、 Utrechtの教室は Wien
の教室と何か共通しているようだ、った。
Leidenの町は新世界を求めた新教徒達が逃れていった町として有名だが、大変落ち着きのあ
る、ヨーロッパ的な雰囲気をもったいい町である。美しい植物園をもった古い大学本館からず
っと離れた所に近代建築の生化学教室がある。この教室の leaderはオーキシンの研究をしてい
た H.Veldstraである。この教室の規模と設備は、私の見た限りヨーロッパで屈指のものだ、つ
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た。 Veldstraは自分の研究の ideaを英国式の英語でとうとうとのべでくれた。彼の大研究室
の研究は次の3つのグループにわけられているそうである:(1) plant growth， (2) nucleic acid 
(virusを用いる分子生物学)、 (3)clinical chemistry。新しく出来た建物で、地下 1階地上 3
階の巨大な研究室である。しかし、研究は出発したばかりで、いよいよこれからというところ
だった。ただ、あれだけの大研究室を Veldstraが 1人でどうやって統括して行くのだろうと私
は思った。ヨーロッパ一般にみられる教授 1人によるワンマン運転と、のちにカナダでみた、
研究上の職階制の厳密でない共同運転と、どちらが研究をすすめるうえに能率がいしEかは考え
させられる問題である。
オランダの食べ物は珍しかった。朝食は、ドイツあたりの質素な、いわゆる continentalstyle 
とはちがい、大変豪華版である。ノルウエーやイギリスも同じだが、朝食はホテル代に含まれ
ているので、私のように食い意地のはったものは大喜びで残らず平らげた。いろいろな種類の
チーズとパン、ソーセージ、ハム、それにコーヒーをふんだんに飲む。オランダ人は特にコー
ヒーを好むようで、昼食には coffeetable と呼ばれるものがある。これはお茶に相当するもの
か、とはじめ思ったが、立派な昼食である。要するに食事をしながらコーヒーをがぶがぶ飲む
わけである。イギリス人はもっぱら teaだが、その他のヨーロッパ諸国ではコーヒーが、アル
コール飲料は別として、おもな飲み物のようだった口コーヒーの飲み方は国によってそれぞれ
ちがうようである。スエーデン人は、コーヒーを特別なフィルターを使って熱湯でサーッと
extractし、砂糖は普通加えないで飲む。その代わり、 WienerBrotというウィーン風の甘い
菓子を一緒に食べる。これに対して、ウィーンのコーヒーはかつてトルコ軍の残していったコ
ーヒー豆に由来するそうであるが、クリームとコーヒーを 1: 2の割合にまぜ、溶解度以上の砂
糖を加え、その上Nusskipfelという甘い菓子をたべながら甘く飲む。
『イギリスJ
Parisでは Gif-sur-Yvetteの Nitschの Phytotron研究所を訪ねた。丁度 Nitschがオース
トラリアの帰途、日本に来ていた頃だった。そこで、この広大な研究所の見学はそこそこにし
てパリ見物の方に重点をおいた。
LondonではまずL.J. AudusのBedford女子大学を訪ねた。彼は愉快なおじさんという感
じの人で"私はもうすぐオーキシンの仕事をやめるかもしれない"と言っていた。 geotropismに
対してオーキシンが crucialな役割を果たしているかどうか、がどうもはっきりわからないそ
うで、それがはっきりしなければオーキシンから手を引きたいそうである。ここは女子大学の
せいか、教室の空気が大変なごやかで、まるでどこか親しくしている家庭を訪ねた時のような
気楽な気分だったD
King's CollegeにはT.A. Bennet-Clarkがいたが、奥さんの健康上の理由から、Londonを
離れて田舎の NorwichのEastAnglia大学に移ったとのことだった。残っていたのはReader
(準教授)の J.F. Sutcliffeだった。 Sutcliffeも近く (1964年10月)Brighton大学の教授
に転出するそうで、 King's Collegeの後任教授には CaliforniaのArnonの教室から光合成の
Whatleyが来るそうである。 Sutcliffeは赤大根や人参を使って、イオン透過性の問題を研究し
てきたが、私の訪ねた頃はおもに蛋白合成阻害剤の影響をみていた。例えば、chloramphenicolは
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蛋白合成を阻害すると同時にイオン吸収を阻害する。しかし、この濃度の chloramphenicolは
原形質流動や呼吸には影響しない。従ってイオン吸収にはある種の蛋白が binderとして働い
ているらしい。また、オーキシンは一般にイオン透過性を阻害するが、呼吸などには影響しな
い。そこでオーキシンは蛋白代謝を通じてイオン透過性に影響するらしい、ということであっ
た。この研究室にはJ.E. Keysがいた。彼女の旧姓は Clark，ReadingのO.V. S. Heath教授
とキレート剤のオーキシン様作用をみた人である。この仕事は、はっきりした結論を出すこと
ができないままKing'sCollegeに移ったらしいロなかなかの肉体美人だったが、今は光周性と
オーキシン、ジベレリンの関係について研究していた。 Bedford女子大学が Reagent公園の
美しい緑に固まれた静かな環境にある、いかにも女子大学らしい所だったのに対して、 King's 
Collegeの植物学教室は、昔、個人の屋敷だ、ったそうで、外見は化け物屋敷のようだ、った。
巨大でごみごみした、空気の汚ないロンドンの町を離れ、 Victoria駅から約 10分の East
Mallingに着いた時はホッとした。この研究所は、元来リンゴ栽培の研究所だ、ったそうである。
C. R. HancockとH.W. B. Barlowが小麦幼葉鞘を使ってオーキシンの仕事をしてきた。今は、
Barlow 1人が仕事を続けている。 Hancockは家庭的に不幸な人だったそうで、奥さんとの聞
のトラブルが原因で神経衰弱になり、自殺したそうである。 EastMallingの美しい田園風景
と、 Barlowの共同研究者を失った淋しそうな様子が印象的だった。
私には、どうもイギリスは居心地がよくなかった。第 1に食べ物がまずすぎる。また、町の
連中の英語がよくわからない口それにお金の勘定(チップをやる時)がとうとう満足にできな
かった。ホテルのボーイやレストランの給仕達、タクシーの運ちゃんまでが一見紳士淑女気取
りで、彼等のインギン無礼なものごし(そのくせチップを要求する)には全く抵抗を感じた。
BOAC航空もよく飛行機が遅れるくせに、人間には責任がなく、飛行機に罪をなすりつけると
いう態度である。とにかく、イギリスは紳士淑女の国ということになっているが、私の見た限
り、ラヴシーンは北部ヨーロッパでは一番猛烈だし、 prostitutesらしい女性の夜の町角での
invitation行為もロンドンが一番直接的だった。
『ス工ーデンj
スエーデンの各大学は 1962年6月はじめに訪ねた。 6-7月は北極圏ではいわゆる白夜と呼
ばれている時期である。 6月に訪ねた Uppsala，Stockholmや、 7月に行ったノルウエーの
Trondheimなどは北極圏ははずれているが、それでも夜中の 12時でも活字が読める位の明る
さで、つい夜更かしをしてしまう。 Uppsalaは大変美しい町で、スエーデンで最も古い大学が
ある。植物生理学教室の N.Fries教授も農大の B.Aberg教授も administrationで忙しそうに
していた。 Uppsala大学の Friesにはちょっと会っただけで、あとはDocentのH.Rufeltと
おもに話しをした。 Linne植物園など、町の見物も彼の案内だった。 Rufeltは大変おとなしい
人だった。 Munchenの Braunerの研究室に暫く行っていたそうで、彼の geotropismに対す
る考え方は Braunerの影響を多分に受けているようだった。もともと Lundの Burstromの
指導を受けた人だが、彼の内向的な性格が Burst凶m の積極的な性格とは合わなかったそうで
ある。 Rufletが Lundで学位論文を書いていた頃、 Burstromとの衝突が原因で自殺未遂をや
ったそうである。一般に、スエーデンの自殺率が高いのは、生活程度が高いため、生活のため
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に働く以外の時間が多すぎ、かえってつまらないことで悩むためだという説がある。 Uppsa1a郊
外には Lundegardhの伝統をもった農科大学がある口 Abergは小麦の根に対してオーキシン作
用をもったいろいろな化合物の一覧表を 10数年来枚挙中で、結論が出るのはいつになるかわか
らない、と言っていた。 H.1. Virginは葉緑素合成とオーキシンの2本立ての研究をしていた。
私の訪ねた時は .G批eborgに移る直前で(それ迄も彼はよく Lundに来ていた)、引っ越しの
準備で忙しそうにしていた。この教室にはあと、生長と phosphory1ationの関係を研究してい
るDocentのG.Sten1idがいる。
首都 Stockho1mは古い一角を除けば、新しい近代的な町で、 CopenhagenやOsloのような
庶民的な温かさはなく、冷たい美しさのある町である。大学もスエーデンでは新しい方で、植
物生理学教室の規模も大きくない。 T.Hembergはまだ若く、気のいい人で、仕事の話しより
市内見物のガイドとして大サービスしてくれた。市の北郊外に新教室の建設中で、嬉しそうに、
図面と現場をくらべながら説明してくれた。彼はジャガイモの inhibitorsの研究で有名な人
だが、いま、その作用機構の解明に一生懸命になっている。この教室には若いL.Booという人
がいて、ジベレリンによる inhibitorsの消長をしらべている。また、数年前にはオーストラ
リアから N.G. Marinosが来ていて、 inhibitor/3が phosphory1ationの uncoup1erとして働
くことを明かにした。これらの調節物質による生長促進と阻害の調節の個々の現象が Hemberg
の教室でどのように統一的に解明されるかに注目したい。
以上がきわめて大さ守っぱな私のヨーロッパ訪問記で、ある。その他、 Lundに来た Wisconsinの
F. Skoog (彼は元来スエーデン人)、 He1sinkiのR.CollanderやV.Wartiovaara， Bergenの
P. Larsen、 CopenhagenのE.K. Gabrie1sen、また Utrecht大学にたまたま来合わせていた
ベルギーのオーキシン学者K.Buffe1などにも会う機会をえた。
ヨーロッパでの 1年あまりの生活は一言でいえば私にとっては大変楽しいものだ、った。狭い
ヨーロッパ大陸ではたくさんの国が境を接し、言葉、風俗習慣、食べ物、それに人間の顔つき
物腰までちがう。景色もそれぞれの国に特徴があって、 1年くらいの滞在ではとても充分に味わ
うわけにゆかない。南欧の観光地ははぶいたが、北部ヨーロッパだけでもとうとう満足に見て
廻れなかった。デンマークやノルウエーの大学は、 Lundに近いので、いつでも訪ねられると
油断していたのが悪く、どちらも遊び、に行っただけでとうとう大学を訪ねる機会を失った。と
くに、おとぎの国のような町、 Copenhagenは Lundと目と鼻の先で、週末などはよく遊びに
行ったが、 Gabrie1senや D.Mullerの教室は結局訪ねずじまいだ、った。彼等が Lundに時々
来ていたことも、“いずれ"という油断を私におこさせたのかもしれない。
ヨーロッパの楽しさ、美しさは筆では表現できない位であるが、これが反対に私をカナダに
かりたてた。極端にいうと、学問的にはヨーロッパからはとくに得られたものはなかった、と
いう気がした。伝統とか歴史にしばられたヨーロッパの多くの教室の雰囲気では、現代の植物
生理学の発展に creativeに寄与することはむつかしいように感じられた。私は、このまま日本
に帰ったらヨーロッパの美しさ、楽しさだけが心に残って、学問的には退化しそうな不安を感
じた。そのとき、たまたま機会を得たので、ヨーロッパ諸国の大学と全く制度も設備もちがう、
そして気候風土もちがうカナダへでかけた。こうして両大陸を比較することができたので、研
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究上だけでなく、いろいろ勉強になった。ただ、感情としては、ヨーロッパのGemutlichkeitに
強くひかれ、また訪ねたいという気持ちを抑えることができない。(植物生理 第4巻、234-241、
1965) 
「カナダの植物生理学者」
ヨーロッパからカナダに発ったのは1962年9月15日、同じ日の夕方、MontrealをへてOttawa
についた。まず上空からみたカナダの広さに驚いた。 Michigan湖、 Huron湖から大西洋に下
るSt.Lawrence河の流れ、大小さまざまの湖、そして人家のまばらさは、日本やヨーロッパで
はみられない。ソ連についで世界第 2番目の広さをもっ国土に、人口 19，000，000の大部分が米
国との国境近くに集まっているそうだから、北部の未開発地域の広大さは想像もつかない。
Ottawaは北米大陸で最も美しい町の 1つだといっていたので期待していたが、全くあてがは
ずれた。
市外のハイウェイは立派だが、町なかの殺風景さ、道の悪さには失望した。 Ottawaについ
て印象的であったのは家のかまえである。まるで西部劇でみるような、玄関口がテラスになっ
て、ひさしのついた家が多く、凹凸のアスフアルト道路はいかにもほこりっぽい。しかし、あ
とでみた Quebec州の MontrealやQuebec市の町は OttawaやTrorontoとは対照的で落ち
着いたフランス風の情緒がある。
カナダという国は、独立国でありながら英国の Commonwealthの 1員で、女王を頂いてお
り、 Governerが今でもいる。しかし、貨幣制度はドル、セント、交通も右側通行で米国と同様
である。経済的にも米国資本に大部分依存している。カナダ人の中にすら、カナダが米国に統
合されるほうが自然だ、という人がいる。事実、北部に埋蔵されている天然資源の開発、鉱工
業、または消費産業など、ほとんどが米国資本に依存している。その反面、カナダ人には反米
の意識もあって、外交にもそれがあらわれている。カナダの最大の国内問題は人種構成の複雑
さであろう。主として黒人が差別されている米国の人種問題とも少しちがうようである。 Quebec
州を中心としたカトリック信者のフランス系住民と、イギリス系住民との対立、それに戦後移
民してきたイタリ一人がおもになっている、いわゆる NewCanadianの3者が、入り乱れて、
モザイク状に融和しないままでいる。支配階級はおもにイギリス系によって占められ、フラン
ス人と NewCanadianは労働力を構成しているD こうして、ことあるごとにイギリス対フラン
スおよび新カナダ人の対立が表面化する。 Quebec州にはカナダから独立しようという運動があ
るくらいである。イギリス系は、支配層を占めているものの、数の上ではとくにフランス系が
多いので、英仏交通標識など公の表示や公文書はすべて 2ヶ国語で書かれている口 Quebec州
では英語が通用しない所もある。フランス系の独立地下運動はなかなか活発で、私の滞在中、
Quebec市にある Victoria女王の像が爆破されるなどの暴力事件も何度かあった。一般にフラ
ンス人は、本国やアルジ、エなどでも知られているように、派手な行動をとる傾向があるらしい。
Ottawaでも、国鉄職員の昇任に人種差別があったとかで、大学生、労働者のデモ騒ぎをみた。
今は国旗制定ではげしく対立しているらしい。これらヨーロッパ系住民のほか、日系人や中国
人も多い。中国人はカナダに限らず、ヨーロッパ各地にも沢山いる。西欧人は中華料理が一般
